
研究開発課題の抽出の考え方（イメージ） 資料重－２－２

１．研究開発課題抽出のアプローチ

研究開発課題の抽出に当たっては、社会的ニーズの充足や課題の解決への貢献を意識し、例えば、
以下のようなアプローチで行ってはどうか。

社会的課題 求められる共通的機能求められるシステム 具体的な研究開発課題

２．まとめ方のイメージ
上記のアプローチに従い、以下のようなフォーマットで整理してみてはどうか。

社会的課題 システム 共通的機能 研究開発課題

地球温暖化対策 車両運行管理システム ・・・・・を可能とする機能 ・・・・・技術

××システム ・・・・・技術

電力制御システム ・・・・・を実現できる機能 ・・・・・技術

□□システム ・・・・・技術

少子高齢化への対応 見守りシステム ・・・・・を可能とする機能 ・・・・・技術

※※システム ・・・・・を実現できる機能 ・・・・・技術

△△システム ・・・・・技術



我が国と世界の現状（少子高齢化、競争力低下、地球温暖化・・・）

社会的課題（実現すべき社会、解決すべき問題）

ICTにかかわるもの

課題をシステムやサービス、利用イメージにブレークダウン

システムA システムB サービスC サービスD 利用イメージE

技術課題（研究開発課題） 非技術的課題

到達目標A 到達目標B

中間目標A 中間目標B 中間目標C

テーマA テーマB テーマC テーマD テーマE

機能A 機能B 機能C 機能D 機能E

ICTに求められる共通的な機能の抽出と類型化
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研究開発課題抽出のプロセス（案）
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広域ネットワーク内の１００ギガ
ビット超級リンク及び大規模光ネッ
トワーク制御管理技術等の確立
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100Gbps超級の高効率長距離

光リンク技術及び光3R技術、
1000ノード以上の大規模光ネッ

トワーク制御管理技術を確立

超大容量光ノードの実現

光-電気技術により１００テラ

ビット級のコアルータ実現の
ための要素技術を確立

１００テラビット級ルータを実用化

ユーザが自由にネットワー
クを使える環境の実現
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波長多重シームレスアクセス技術、

フレーム多重超高速アクセス技術の
確立

１０ギガビット級のユーザアク
セスを低価格・高効率で実現

100Gbps級の光アクセス

基本技術を確立、国際標
準の提案

アクティブネットワーク技術の確立
等により、アクセス網の長距離化

10Gアクセスシステムの構成技術を

確立
FTTH長距離化を達成(～100km)
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段階

高効率・高品質・大容量リンク、

光3R技術、大規模光ネット
ワーク制御管理システムを実

用化

次世代のテラビットＬＡＮ国際標

準技術の獲得
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研究開発ロードマップ設定の視点（案）

○ 研究開発ロードマップについては、以下のような視点から見直しが必要ではないか。

最終目標
の提示

中途段階における具体的な
達成目標と効果の提示

国際連携の
タイミングの提示

産学官の役割分担の提示

国が実施 民間が実施

課題の括り方の見直し
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